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1 は じ め に

リンゴの形質の多くは,量的に遺伝すると考えられ,着

色の良い品種の育成には,着色のよい品種同士を交配する

のが一般的である。

デリンャス系統には樹性や着色の異なる多くの枝変わり

があり,交配に用いたとき,こ れらの品種が後代実生の形

質に与える影響については報告が少ない。

ここでは,デ リシャス系統 4品種を `東光' に交配・育

成した実生について,主な形質を調査した結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)花粉親に用いた品種と調査個体数
`デ リシャス'の枝変わりである .ス ターキング・デリ

ンセス (以下,`ス ターキング')及び `リ チャード・ デリ

シャス (以下,`リ チャード'),`ス ターキング'の枝変わ

りと考えられる .ウ ェルスパー・ デリシャス'(以下,`ウ ェ

ルスパー'),`ス タークリムソン・ デリシャス'(以下,`ス

タークリムソン')の枝変わりの `ニ ュークリムソン'の

4品種を花粉親に,東光'を種子親として実生を育成 し
た。これら5品種の主な形質は,表 1に示したとおりであ

る。調査した実生は,`東光' × `ス ターキング'83個体 ,

表 1 交配に用いた品種の特徴

サ:;テi_   爆′ぜ 骨骨蓋 機I: 鵞  機:  : 撫 ||11
ニュークリムツン 標 準 長円錐 濃紅色 有  黄自  甘 味 10・中
東光  標 準 円錐形 黄緑色 無 如 中間 Ю・下

`東光' オ リチャード'72個体, `東光' × `ウ ェルス

パー'92個体,`東光' × `ニ ュークリムツン'93個体で

ある。

② 調査形質                     %
育成した実生をM27に接いで311X05mに 植え,結

実期に入った実生について次の形質を調査した。

1)樹性 新しょう及びスパーの数はほ場で観察し,
標準タイプとスパータイプに分類した。

2)熟期 8月上旬から11月 上旬まではぼ 1週間おき

に調査し,旬別に集計した。

3)果形 成熟果について円,偏円,円錐,長円錐形
に分類した。

4)果色 成熟果について黄・緑,紅,濃紅色に分類
した。陽向面だけに薄く着色したものは黄・緑色とした。

5)食味成熟果について甘味,中間,酸味に分類した。

3 試験結果及び考察

0)樹性
親品種がスパータイプであると否とにかかわらず,後代

実生に典型的なスパータイプは認められなかった (表 2)。

Arasul)は ,新 しょうの長さと太きの比,葉の単位面積当

リチャード

ウェツレスパー

たりの重さを基準に,`ス タークリムソン'の後代でのス

パータイプの出現率を58%,`ス ターキング'で は018%,

`ス タークスパー・ ゴールデン・ デリシャス' では全く出

現しないとし,L工 に生じた突然変異のみが遺伝に関与す

ると指摘した。本試験の結果から, `ウ ェルスパー' はL

Ⅱに生じた突然変異でないと考えられた。

2)熟期
いずれの花粉親でも,両親と同じ10月 中・下旬に成熟す

る個体が最も多かったが,9月 あるいは11月 に成熟する個

体も少数あった(図 1)。  ・リチャード'では,10月 下旬に

成熟する個体がやや多い傾向であったが,有意な差は認め

られなかった。

樹性の分布
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図 1 熟期の分布
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13)果形
デリシャス系統に似る長円錐形は少なく,円形と

が多かった (図 2)。  Brown2)は ,後代における
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図 2 果形の分布

数 (縦径/横径)は ,主に両親の間に分布するとしたが
,

本試験では小さい方に片寄った。しかし,果形の分布では

花粉親間に有意な差が認められなかった。

に)果色
紅色及び濃紅色個体の割合は,すべての品種で50%を越
え,`リ チャード'が639%で最も高かった。また,濃紅
色の割合は,`リ チャード'が292%で最も高く, `ス ター
キング'と `ウ ェルスパー'では,それぞれ43%と 75%
と低かった (図 3)。 `リ チャード'の後代に着色個体の多
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図3 果色の分布

いことは,Bergendalも 報告している't黄・緑色の個体
も361～ 467%と かなりの高率で出現した。 `ス ターキン

グ'や `ニ ュークリムソン'のような縞のある花粉親の後
代でも,縞のある個体の出現率は20～30%で ,一般的に縞
のない個体が多かった。特に,`リ チャード'では,縞の
ある個体が全くなかった。縞のない品種同士の交配では,

縞のある個体は生じないとされるが4),`ゥ ェルスパー'

の後代には縞の個体が認められた。

(51 果肉の色

いずれの花粉親でも黄自色が最も多かった。しかし,品
種によって分離が異なり,`ス ターキング' ではすべての

個体が黄自色で,`ウ ェルスパー'では緑白色の個体がや
や多かった (図 4)。

6)食味
`ス ターキング ,`ウ ェルスパー'及び `ニ ュークリム
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図4 果肉の色

ソン'では,中間の個体が最も多かったが `リ チャード'
では甘味が最も多かった。各花粉親で酸味の個体も20%前

後生じた (図 5)。
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図 5 味の分布

4 ま と め

デリシャス系統 4品種の後代個体の形質に及ぼす影響を

検討 した。樹性,樹期及び果形では有意な差はなかった。
果色では,`リ チャード'の後代に濃紅色の個体が多 く,

全個体とも縞がなかった。また,果肉の色及び食味でも花

粉親間で差が認められた。
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